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要旨

　　ピロメリト酸と脂肪族ジアミンからの塩モノマーを用いてポリイミドの

　　高圧合成を試み、前回のピロメリト酸ジエチルと脂肪族ジアミンからな

　　る塩モノマーを用いて得られたポリイミドと、融点、固有粘度、Ｘ線回

　　折による結晶性の結果の比較検討を行った。その結果、得られたポリイ

　　ミドはほぼ同じ性質であることが分かった。

緒言

先に我々は、ピロメリト酸からのジエチルエステルジカルボン酸と脂肪族ジアミンか

らなる塩モノマーＩを高圧下に熱重合させると、容易に高分子量のポリイミドが得ら

れることを明らかにした（式1）"。しかし、この方法ではジェステルジカルボン酸

を合成するのに手間がかかる。そこで今回は、一段階で合成できるピロメリト酸から

の塩モノマーＨを用いてポリイミドの高圧合成を試み、前回の結果との比較検討を行っ

実験方法

脂肪族ジアミンとピロメリト酸をエタノール中で混合し、析出した白色沈澱をろ別乾

燥することにより、塩モノマーＨを得た。この塩モノマーを2 0 OMP a前後の圧力

下で3 2 CCに加熱することにより、ポリイミドを合成した（式2）。

結果と考察

表１に塩モノマーＩ、ｎより合成されたポリイミドの固有粘度を示す。これによると、

どちらの方法を用いても高圧下で容易に熱重合し、高分子量のポリイミドを生成する

事が分かる。また、ポリマーの固有粘度には偶奇性があり、ジアミンのメチレン鎖数

が大きくなると増加するという傾向がある。
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図１に塩モノマーＩ、ｎより得られたポリイミドの赤外吸収スペクトルを示す。この

図によるとヽ双方ともにヽ塩モノv－由来のNH,呻COO°の吸収ピ‾クが見られずヽ

17 7 0、17 2 0、730c m゛附近にイミド基の吸収ピークが見られることから、

ポリイミドの生成を確認できる。また、この２つのスペクトルを比較すると全く同形

であり、得られたポリイミドは同じものであることが分かる。
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図２に塩モノマーＩ、ｎより得られたポリイミドの、ｘ線回折による結晶性の結果を

示す。この図から、この２種の方法で得られたポリイミドは結晶性も一致することが

分かる。
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図３にジアミンのメチレン鎖数を変えた時の融点の変化を示す。双方ともに、偶奇性

を示し、どのメチレン鎖数であってもほぼ同じ融点であることが分かる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　塩モノマーＩ、ｎを用いて得られたポリイミドを比較すると、融点や固有粘度に大き

　な差はなく、ｘ線回折による結晶性の結果も一致した。従って、塩モノマーを用いて

　上に示したようなポリイミドを合成する際に、エチルエステル基を導入した塩モノマー

　Ｉの場合には、重合温度を低くすることができるが、この塩モノマーの合成が煩雑で

　あることを考えると、これを用いる必要は無く、むしろ塩モノマーｎの方がよいと言

　える。
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